
　早いもので本連載も最終回になり
ました。最後に、私が総務省・文部
科学省の研究指定校としてＩＣＴ環境
が整った中で授業実践を積んだ経験
と、ＩＣＴ環境が十分でなかった一般
的な学校での経験、この双方を経験
した視点から、強調しておきたいこ
とをお話ししたいと思います。

　これまで繰り返しお伝えしてきた
ことですが、教育現場でのＩＣＴ活用
推進において最も重要なのは、電子
黒板やタブレットＰＣなどを使って、
未来を生きていく子どもたちにどの
ような力を育みたいのかという将来
像と、そのために先生方にどのよう
な授業をしてほしいのかという具体
像を示すことです。
　現場の先生方は日々の指導に注力
しているため、そのようなビジョン
を描くことは難しいでしょう。学校
を指導する立場の教育委員会にこそ、
大局観をもってＩＣＴ活用のビジョン
を明確にし、先生方が進むべき方向
を示してほしいと思います。　
　電子黒板やタブレットＰＣが導入さ
れたばかりの学校でよく言われるフ

レーズに、「ＩＣＴは授業ツールの１つ
です。黒板やチョークと同じように
使っていきましょう」というものが
あります。確かに、ＩＣＴを活用して
教科書を拡大提示することや、子ど
もの意見を容易に可視化できること
は、有効な授業ツールと言ってよい
でしょう。

　ただ忘れてはならないのは、今の
子どもたちは、ＩＣＴ、特にタブレッ
トＰＣを、将来にわたって仕事で使い、
そして、生活でも使うということで
す。ここが、黒板やチョークとは明
らかに異なる点です。つまり、子ど
もたちがタブレットＰＣなどを使うこ
とで育まれる能力は、本来の黒板と
チョークのみで教える授業で育んで
きた能力とは全く別物であることを、
私たち教員は認識しなければなりま
せん。

　ＩＣＴの活用をためらう先生方の
ハードルを低くするために、授業ツー
ルとして使い始められるようにする
ことは、有効な手立ての１つです。
その上で、子どもたちが社会に出た
時に必要とされる能力を育むために、
ＩＣＴを活用して何を教えるべきかと
いう観点を、しっかりもつ必要があ
るでしょう。

　ビジョンが明確になれば、整備す
べき機器やソフトウエアがおのずと
絞られると思いますが、その際、学
校の声に耳を傾け、その希望に即し
た環境を整備することは必須です。
　教育委員会が、ＩＣＴに詳しい教員
に、導入した方がよいソフトウエア
などについて意見を求める場合もあ
ります。しかし、回答した要望が反
映されないこともあり、時には不要
だと答えたソフトウエアが導入され
ることさえあります。そうなると、
活用イメージも湧かないため、当然
使える時がありません。その一方で、
教育委員会からは利用状況を確認さ
れます。現場が望んでいないものが
導入され、その利用状況を聞かれて

＊写真は２点とも加藤先生提供。
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写真１　各自で調べ、考えを深めることで、当
事者意識が高まり、話し合いも活発になる。
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自治体の予算の問題や教員の意識の差によって、ＩＣＴの活用が進んでいる地域と、
導入そのものが進まない地域があるのは確かです。しかし、ＩＣＴは、子どもたちが
将来にわたって活用していくものであり、だからこそ、育むべき力があるはずです。
連載の最終回に当たり、今一度、ＩＣＴ活用を進める意味をお話しします。

未来を生きる子どもたちに
ＩＣＴですべきこととは
元　総務省フューチャースクール、文部科学省学びのイノベーション事業実証検証
研究指定校研究推進担当
北海道北広島市立双葉小学校教諭、D-project2北海道代表　加藤悦雄

かとう･えつお◎早くからパソコン
やプロジェクターを活用した授業を
実践。石狩市立紅南小学校では
フューチャースクール推進事業の
研究推進担当。日本デジタル教
科書学会専務理事、北海道メディ
ア教育研究会事務局を兼任。

教育行政のための ICT講座

第４回

ＩＣＴを活用してこそ
育みたい力がある 現場の声を聞き

活用できる機器の導入を



も、先生方は戸惑うばかりです。
　もう１つ、考えさせられる事例を
挙げます。ある自治体で、ネットワー
ク回線を使用する個人型のデジタル
機器を導入しましたが、１校当たり
２０個と１学級の人数分ではなかった
ため、ほとんど活用されませんでし
た。なぜ、そのような数になったのか。
実は、その学校の通信環境ではデジ
タル機器の接続上限数が２０個だった
からなのです。１人１個あれば授業
で有効活用できたのに、環境や条件
を十分に検討せず「導入ありき」で
進めたために、残念な結果となって
しまったのです。
　ＩＣＴ機器にはそれぞれ特性があ
り、その特性に適した活用法があり、
そのために整備すべき台数やアプリ
ケーションがあります。ＩＣＴと学校
教育の双方に詳しい専門家などに相
談して、総合的に判断することが、
成功への鍵と言えるでしょう。
　次に、教員が授業で安心して使え
る環境を整える必要もあります。教
員がＩＣＴ活用をためらう理由には、
子どもが機器を「壊す」「落とす」「紛
失する」という心配があります。特
に持ち運び可能なタブレットＰＣで
は、その不安が倍増します。また、い
ざ使おうとした時に、機器がフリーズ
したり、無線ＬＡＮがつながらなかっ
たりすると、それだけで子どもも教
員も使う意欲が失せてしまいます。
　そのため、ＩＣＴの整備業者を決め
る際には、費用面だけを優先するの
ではなく、教育現場での機器整備の
実績や、代替機の保証など、アフター
ケアも含めた支援態勢も重視して決
めてほしいと思います。
　また、蓄積したＩＣＴ活用のノウハ
ウを各学校で継続し、定着させるた
めには、教員の人材配置にも配慮が
必要です。ノウハウを引き継ぐ人材
を育てることも重要ですし、ＩＣＴ活
用実績のある教員を、少なくとも環

境整備がなされる可能性のある学校
へ配属することも大切でしょう。

　最後に、今、教育関係者の間で最
も関心の高いアクティブ・ラーニン
グとＩＣＴの関係について留意すべき
点を指摘したいと思います。
　２０１５年８月に、次期学習指導要
領の方向性を検討していた中央教育
審議会の教育課程企画特別部会から、
論点整理が出されました。その中に、

「ＩＣＴを効果的に活用してアクティ
ブ・ラーニングを推進する」という趣
旨の文言があり、ここから「アクティ
ブ・ラーニング」に過剰なほどの関
心が集まっています。私は、アクティ
ブ・ラーニングという言葉だけが一
人歩きをし、ＩＣＴがなおざりになっ
ていることに危惧を抱いています。
　アクティブ・ラーニングが登場し
た背景には、周知の通り、「授業の質
的転換を図る」という文部科学省の
ねらいがあります。今の授業は、知
識・技能の習得に偏っているため、
獲得した知識・技能を活用する授業
や、自ら課題を発見し、課題解決を
探究する授業をバランスよく行うこ
とで、思考力・判断力・表現力、自
ら学ぶ姿勢、コミュニケーション能
力、他者と協働する力、課題発見能力、
課題解決能力などを育むことを目指
しています。ですから、それらの力
を育む活動でなければ、アクティブ・
ラーニングとは言えないわけです。
　しかし、あまりにも不安に思う教
員が多いためか、研修会では「アク
ティブ・ラーニングはこれまでも先
生方が授業でされてきたことです」
という説明がしばしばなされていま
す。確かに、アクティブ・ラーニン
グは、他者と協働する活動として以
前から行われており、また授業で毎
回行う必要もありませんが、現状で

アクティブ・ラーニングを単元計画
にしっかり組み込んで行っている教
員は、多くはないと思います。授業
改善をすべき教員に妙な安心感を与
えることを言っていては、アクティ
ブ・ラーニングの本質を理解しない
ままとなり、単なる話し合いや子ど
も任せにした活動が増えるだけのよ
うな気がしてなりません。
　そこでうまく活用したいのがＩＣ
Ｔです。第２回でＩＣＴに期待されて
いるのは学びのイノベーションを起
こすことだと話しましたが、ＩＣＴは
学びの質的転換を図ろうとするアク
ティブ・ラーニングの推進に効果的
に機能します。ＩＣＴを活用しなけれ
ばアクティブ・ラーニングが出来な
いというわけではありませんが、私
自身、授業の中で論理的思考力や協
働して取り組む力などの育成面で、
さまざまな効果を実感しています。
　アクティブ・ラーニングとＩＣＴと
を連動して推進していくためには、
最初に述べたように、５年先、１０年
先の子どもの姿を描き、それぞれの
機器をどのように活用していけばよ
いかという具体像を、教育委員会が
現場に示すことが重要です。

　１人の子どもの成長を支えるだけ
でなく、子どもたちがペアで育ち、
グループで育ち、それが学級や学校
全体の成長へとつながっていく。そ
うした学校教育を推進していくため
の岐路に今まさに立っているのであ
り、その舵取りが教育委員会に託さ
れているのではないでしょうか。
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写真２　デジタル
機器では、言葉
では伝えにくい図
形や絵なども可視
化しやすい。また、
皆で一緒に画面
を見れば、イメー
ジが共有でき、話
し合いでも互いの
勘違いや食い違
いが起きにくい。

ＩＣＴを活用したアクティブ・
ラーニングの展望を描く
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